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Ⅰ ファンドの運用状況

１.

(1)資産内訳 （百万円未満切捨て）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

百万円 % 百万円 % 百万円 %

(2)設定・交換実績 （千口未満切捨て）

千口 千口 千口 千口

(3)基準価額

口当り基準価額

百万円 百万円 百万円 円

２．会計方針の変更

① 会計基準等の改正に伴う変更 有・無

② ①以外の変更 有・無
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Ⅱ 中間財務諸表等

ＮＥＸＴ ＦＵＮＤＳ 不動産（ＴＯＰＩＸ－１７）上場投信

（１）【中間貸借対照表】
（単位：円）

第 9期

(平成 28年 7月 15 日現在)

第 10 期中間計算期間末

(平成 29年 1 月 15 日現在)

資産の部

流動資産

コール・ローン 4,846,780 4,163,020

株式 1,771,524,800 1,439,617,800

未収入金 11,609,100 -

未収配当金 1,087,100 2,202,800

流動資産合計 1,789,067,780 1,445,983,620

資産合計 1,789,067,780 1,445,983,620

負債の部

流動負債

未払収益分配金 11,439,945 -

未払受託者報酬 465,995 440,458

未払委託者報酬 2,516,306 2,378,414

未払利息 6 10

その他未払費用 238,971 437,408

流動負債合計 14,661,223 3,256,290

負債合計 14,661,223 3,256,290

純資産の部

元本等

元本 1,645,272,090 1,173,472,230

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 129,134,467 269,255,100

（分配準備積立金） 63,079 63,079

元本等合計 1,774,406,557 1,442,727,330

純資産合計 1,774,406,557 1,442,727,330

負債純資産合計 1,789,067,780 1,445,983,620

（２）【中間損益及び剰余金計算書】

（単位：円）

第 9 期中間計算期間

自 平成 27 年 7月 16 日

至 平成 28 年 1月 15 日

第 10 期中間計算期間

自 平成 28 年 7月 16 日

至 平成 29 年 1月 15 日

営業収益

受取配当金 7,354,500 11,233,400

受取利息 2,756 -

有価証券売買等損益 △320,826,067 204,939,185

その他収益 11,727 8,586

営業収益合計 △313,457,084 216,181,171

営業費用

支払利息 - 1,226

受託者報酬 422,247 440,458

委託者報酬 2,280,082 2,378,414

その他費用 293,091 279,700
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営業費用合計 2,995,420 3,099,798

営業利益又は営業損失（△） △316,452,504 213,081,373

経常利益又は経常損失（△） △316,452,504 213,081,373

中間純利益又は中間純損失（△） △316,452,504 213,081,373

一部交換に伴う中間純利益金額の分配額又は一部交

換に伴う中間純損失金額の分配額（△）
- -

期首剰余金又は期首欠損金（△） 554,539,738 129,134,467

剰余金増加額又は欠損金減少額 92,539,368 -

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額
92,539,368 -

剰余金減少額又は欠損金増加額 93,167,130 72,960,740

中間一部交換に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額
93,167,130 72,960,740

分配金 - -

中間剰余金又は中間欠損金（△） 237,459,472 269,255,100

（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.運用資産の評価基準及び評価方法 株式

原則として時価で評価しております。

時価評価にあたっては、市場価格のある有価証券についてはその最終相場(計算日

に最終相場のない場合には、直近の日の最終相場)で評価しております。

２.費用・収益の計上基準 受取配当金

受取配当金は、原則として配当落ち日において、確定配当金額又は予想配当金額を

計上しております。

有価証券売買等損益

約定日基準で計上しております。

３.金融商品の時価等に関する事項の補

足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条

件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なること

もあります。

４.その他 当ファンドの中間計算期間は、平成 28 年 7 月 16 日から平成 29 年 1 月 15 日まで

となっております。

（中間貸借対照表に関する注記）

第 9期

平成 28年 7月 15 日現在

第 10 期中間計算期間末

平成 29 年 1 月 15 日現在

１. 計算期間の末日における受益権の総数 １. 中間計算期間の末日における受益権の総数

69,333口 49,451口

２. 計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の額 ２. 中間計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の

額

1口当たり純資産額 25,592.5 円 1 口当たり純資産額 29,174.9 円

(10 口当たり純資産額) (255,925 円) (10 口当たり純資産額) (291,749 円)

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

第 9 期中間計算期間

自 平成 27 年 7 月 16 日

至 平成 28 年 1 月 15 日

第 10 期中間計算期間

自 平成 28 年 7 月 16 日

至 平成 29 年 1 月 15 日

該当事項はありません。 １.追加情報

平成 28 年 1月 29日の日本銀行による「マイナス金利

付き量的・質的金融緩和」の導入発表後、国内短期金

融市場では利回り水準が低下しております。この影響

により、利息に相当する額を当ファンドが実質的に負

担する場合には受取利息のマイナスまたは支払利息と

して表示しております。

（金融商品に関する注記）
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金融商品の時価等に関する事項

第 9期

平成 28年 7月 15 日現在

第 10 期中間計算期間末

平成 29 年 1 月 15 日現在

１．貸借対照表計上額、時価及び差額 １．中間貸借対照表計上額、時価及び差額

貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評価し

ているため、貸借対照表計上額と時価との差額はありませ

ん。

中間貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評

価しているため、中間貸借対照表計上額と時価との差額は

ありません。

２．時価の算定方法 ２．時価の算定方法

株式

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載して

おります。

コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。

株式

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載して

おります。

コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。

（その他の注記）

１ 元本の移動

第 9期

自 平成 27 年 7月 16 日

至 平成 28 年 7月 15 日

第 10 期中間計算期間

自 平成28 年 7月 16 日

至 平成29 年 1月 15 日

期首元本額 1,171,360,260 円期首元本額 1,645,272,090 円

期中追加設定元本額 711,188,100 円期中追加設定元本額 0円

期中一部交換元本額 237,276,270 円期中一部交換元本額 471,799,860 円

２ デリバティブ取引関係

該当事項はありません。


